
 

森野住宅周辺地区まちづくり構想（素案） 
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町田市  

本編については、勉強会終了後に町田市HPに掲載いたします。紙

媒体で必要な方は、多摩都市モノレール推進室までご連絡ください

（042-724-4077）。 

町田市HP 

トップページ>暮らし>住まい・道路>都市づくり>駅周辺のまちづ

くりを進めています>町田駅周辺のまちづくり>森野住宅周辺地区

のまちづくり 

URL 

https://www.city.machida.tokyo.jp/kurashi/sumai/toshikei/ekisy

uhenmachidukuri/machida/morinojutaku-syuhen.html 

 

構想の対象範囲
（森野住宅周辺地区）

約5.5ha



 
策定の目的 
町田市は、人口減少社会の到来やウィズコロナ・アフターコロナ時代の価値観の多様化、

厳しい都市間競争、多摩都市モノレール町田方面延伸など、市を取り巻く状況が変化してい

く中において町田市が選ばれ続けるまちであるため、町田市の中心市街地である町田駅周辺

の魅力を向上させる取組を推進しています。 

森野住宅周辺地区は、町田駅周辺の魅力向上を実現する重要なエリアの一つであり、駅に

近いという立地の高さや身近に水辺や緑があるという環境の良さなどを活かしたまちづくり

を進めることで、町田駅周辺に新たな価値をつくることができると考えています。 

なお、2016 年 7 月策定の「町田市中心市街地まちづくり計画」や 2022 年 3 月策定の

「町田市都市づくりのマスタープラン」においても、本地区のまちづくりを掲げています。 

 

この「森野住宅周辺地区まちづくり構想」は、関係者の皆様の意見をききながら、本地区

の目指すまちの姿やまちづくりの方向性をまとめたものです。 

  

町田市中心市街地まちづくり計画（2016.7）

・町田市中心市街地について、まち
づくりを進める上での“道しるべ”と
なる計画です。
・2030年に実現する将来のまちの姿
として「“夢”かなうまち」を掲げ、

10のプロジェクトを示していま
す。

・計画に示された10のプロジェクトの一つとして、
森野住宅周辺地区は、「7.駅からつながる水と緑の新
たな都市空間プロジェクト」に位置付けられています。
・プロジェクトの取り組み
●駅近くの自然を活かした空間づくり
●まちなかにない新たな機能の導入
●駅近に相応しい住環境の整備 など

まちづくり構想策定の目的と経緯 0 1 
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策定までの経緯 

まちづくり構想策定にあたり、本地区の地権者、建物所有者の方々を対象に「森野住宅周

辺地区まちづくり勉強会」を開催しました。勉強会やアンケート、ヒアリングを通して、さ

まざまなご意見等をきかせていただきました。 

 

 

町田市都市づくりのマスタープラン（2022.3）

・町田市の都市づくりを進めるため、都市計画、
交通、住まい、みどりの各分野の
マスタープランを統合して策定した計画です。
・2040年に向けて、目指す将来の町田市のすが
たを「暮らしとまちのビジョン」として示して
います。

・町田駅周辺における「暮らしとまちのビ
ジョン」を実現するための取組を分野横断的
なリーディングプロジェクトとして示してい
ます。
・町田駅周辺は、商業地を多機能化・ウォー
カブルなまちにすることを目指しています。
・森野住宅周辺地区では、「ゆったりと過ご
せる都市空間」などの取組を掲げています。

※抜粋

勉強会の様子 

第1回勉強会（2021.8）～目指すまちづくりや現況・課題について

第2回勉強会（2021.10） ～周辺の動き、アンケート結果について

まちづくりアンケートの実施 ～地区の良い点や課題点について

個別ヒアリングの実施 ～地区の良い点や課題点について

第3回勉強会（2022.1） ～まちの将来イメージについて

第4回勉強会（2022.3） ～まちの概念図や手法について

第5回勉強会（2022.7） ～まちづくり構想案について

第6回勉強会（2022.10）※予定

アンケート・ヒアリングの実施※予定
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前章で整理した本地区が抱える弱みの解消を図るとともに、立地や環境に恵まれたこの地

区の強みである住環境〔住む・暮らす〕や水辺と緑〔過ごす・憩う〕の価値を今後も維持でき

るように、さらなる彩り〔満たす・賑わう〕を加え、時代の変化に対応したまちづくりを展開

させる必要があります。 

本地区には時代に合わせた工夫を施すことで、町田駅周辺エリアの可能性を拡げる潜在的

な価値が多く存在しています。世代等にとらわれず、本地区らしさを軸に都市における多様

なアクティビティの受け皿となり、町田駅周辺エリアにおける課題に応えるとともに、本地

区の魅力を最大限に引き出すまちづくりを行います。 

0 3 まちづくりのコンセプト・整備方針

住む 
暮らす 町田駅周辺において、新しい価値を生み出していくような多様な人が

集うまち 

住まいに近いコワーキングスペース 多世代が使えるシェアキッチン 地域の子どもが通える体験型教室 

 新しいライフスタイル（ex: 住みながら働く、車を持たずエコに暮らす、色んな

人と暮らす、場所を変えて住む）に対応した居住環境の整備
 子育て世代やシニア世代など世代にとらわれずに、またエリア内の住民だけでは

なく多様な人が関われる、暮らしの質の向上を目的に利用できる機能の導入

【まちづくりのコンセプト】 

ＮＥＷ ＭＯＲＩＮＯ※でしかできない「すまい」「にぎわい」「いこい」をつくる 

【まちづくりのダイアグラム】 

水と緑が豊かな土地を舞台に多様

な「住む・暮らす」と町田駅周辺エ

リアの魅力の一つとなる「賑わう・

満たす」が展開します。それを防災

機能と快適な交通基盤が支えま

す。 
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安全・安心なまち 防災 

災害時の機能を備えた公園（南池袋公園） 

・水害や地震に備えた防災機能

の整備

過ごす 
憩う 

水とみどりのある立地特性を生かし、心地よい風景がつくられ心身

共に健やかになれるまち 

みどりを生かした心地よい景観 水を使った特徴的な広場 
（ダイアナ・メモリアル・ファウンテン） 

水辺の滞在空間（ボスタンリ歩道橋） 

 エリア内の各機能を有機的につなぐ、ゆったりとしたランドスケープの整備
 風景になれる、何もしないでも滞在できる、広場的で特徴的な空間の創出

交通 
基盤 

緑豊かで快適な歩行環境（立川市） 

 歩行者、自転車、自動車の通行空間が快適な道
路の整備

 地区内外を円滑につなぐアクセス機能の導入
（駅まで行きやすい歩行者デッキなど）

便利で快適な歩行環境 

ワクワクするような体験や充実感を得られるような過ごし方を提

供できるまち 

屋外でくつろげる飲食店 

（ログロード代官山）

 駅前の賑やかさとは差別化された、新たな誘因性（１つのテーマを持つなどまと
まり感）のある商環境の形成

 目的地となるような魅力的なコンテンツ力を有する施設（ex：スポーツ施設、文

化交流施設 等）の整備

まちのシンボルとなる施設 

（台中国立歌劇院） 
水と緑を生かした文化交流施設 
（グリーンスプリングス） 

満たす 
賑わう 
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森野住宅周辺地区のまちづくりの手法については、「森野住宅周辺地区まちづくり勉強会」の内

容と、今後のヒアリング結果を受けて進め方を整理していきます。 

今後の進め方 

町田市都市づくり部都市政策課多摩都市モノレール推進室 

TEL：042-724-4077 E-MAIL：toshi010_03@city.machida.tokyo.jp 

2022 年〇月 
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